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研究成果の概要（和文）： 
 本研究では、後漢時代の『孟子』とその注釈に関してその固有の特徴やこの当時におけ
る位置づけを考察したほか、特定の『尚書』の文言をとりあげた経文の継承に関する問題
や、経書の要が『易』から『周礼』へと移ったことの二重の意味、すなわち鄭玄がなぜ『周
礼』を経書の核に据えたのか、そして経学の『易』が玄学の『易』へどう変貌していくの
か、という問題について、基礎的な研究をおこなった。 
 
研究成果の概要（英文）： 
 In this study, I considered the specific characteristics and the position of this period 
on Meng-zi（孟子）and the notes in Later-Han period. In addition to this, I made a basic 
study on the traditional of wording in Confucian classics through particular wording of 
Shang-Shu(尚書), and on the pivot of Confucian classics that moved from Yi(易) to 
Zhou-Li(周礼), namely, Zheng-Xuan（鄭玄）why set Zhou-Li in the center of Confucian 
classics, and Yi of Confucian classics how change to Yi of dark learning(玄学). 
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１．研究開始当初の背景 
後漢経学の研究は、経書を中心とする古典

に付けられた膨大な注釈を丁寧に読み解い
ていく作業が必要であり、かなりの時間と労
力を要するため、従来さほど研究が進展して
いなかった。古典に対する注釈は、古典の本
文を正確に理解するための一つの便宜であ

るとされてきたにすぎない。そのため、これ
までは、当時の注釈に着目して、それを仔細
に分析し、そこに注釈者の思想を読み取ろう
とする研究は、ほとんどおこなわれてこなか
った。 
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２．研究の目的 
本研究は、後漢時代に盛んに行われた古典

への注釈という営為に着目し、注釈を丁寧に
読み解いていくことによって、これまでほと
んど論じられてこなかった注釈者の思想を
浮かびあがらせることを目的とした。同時に、
後漢経学の核となっていた経書に着目し、そ
の経書が台頭したことの意味を追究した。 
 
 
 
３．研究の方法 
本研究の初年度にあたる平成 21 年（2009）

度に必要な情報機器を買いそろえ、これを用
いて、４年間の研究期間中に、経学関係の研
究資料や関連情報を機能的に整理すること
につとめた。この作業と並行して、後漢経学
に関する一次資料を丁寧に読み解いていく
ことに力を注いだ。具体的には、これまであ
まり検討されてこなかった『孟子』注、そし
て後漢経学の研究を進めるうえでの必読文
献である『漢書』藝文志や『周礼』の本文と
注に着目して考察を進めた。 

国内においては、いくつかの規模の大きい
学会で口頭発表をおこない、学術雑誌・論文
集・紀要等に論文を発表するなどして、本研
究の研究成果を発信していった。 

また、国外においては、日本では容易にで
きない研究活動として、中国大陸でのいくつ
かの国際学会での口頭発表の機会を通じて
現地の研究者と意見交換することを実現し、
その一部は、中国語で執筆した論文を中国大
陸の学術誌に発表するに至った。 
 
 
 
４．研究成果 
 ４年間の研究期間を与えられた本研究の
研究成果は、以下のとおり三点に代表される。 
 
（１）『孟子』とその注釈について 

『孟子』の注は、趙岐によるそれが、今日
まとまって伝わる最古の注として、『孟子』
を解釈する際に重宝されてきた。後漢時代に
は趙岐注以外にもいくつかの『孟子』注がつ
くられたが、それらは散佚し、今日断片的に
伝わるのみである。それゆえ、まとまって伝
えられた趙岐注がこれまで重宝されてきた
のは当然なのであるが、しかしそれでは、趙
岐注ばかりがクローズアップされてしまい、
趙岐注を後漢時代における『孟子』注の一つ
として当時の学術的文脈の中で正しく捉え
ることができなくなってしまうのではない
か。以上の問題意識に基づき、前漢時代から
後漢時代へ至る『孟子』の展開を確認し、『孟
子』のテキストの問題に検討を加え、後漢時

代における『孟子』とその注釈の学術上の位
置を考察した。 
趙岐「孟子題辞」によれば、趙岐は、当時

盛んに行われていた五経の注釈を手がけて
もあまり意味がないと考え、むしろ手つかず
に近かった『孟子』を解釈することのほうを
選択した。すなわち、後漢時代に『孟子』注
が著されたことの一つの理由は、その注とし
ての存在意義にある、ということである。同
時期の『淮南子』や『呂氏春秋』への注釈の
意義も、同様の事情にもとめてよいのかもし
れない。同時に、それは『孟子』が儒家のテ
キストとして五経の影で埋没してしまわな
いための、『孟子』それ自体の存在意義を示
すための営為でもあり、それゆえに特に後学
へ向けて注をのこすことが考えられたので
ある。この考察は、「後漢時代における『孟
子』とその注釈」（『後漢経学研究会論集』第
３号、2011 年）に結実した。 
 
（２）経文の継承について 
 『論語』憲問篇には『尚書』の「高宗諒陰
三年不言」という文言が引用されている。こ
の文言は、後漢時代には常套句として受け
とめられた。『尚書』のこの文言がなぜ常套
句となったのかをつきとめるため、後漢時
代あたりまでに時間を区切って、その変遷
と文言の意味について考察した。 
 実は、「高宗諒陰三年不言」は、『論語』に
『尚書』の文言として引かれるものの、現在
の『尚書』には見当たらない文言である。で
は、これは本当は『尚書』の文言ではないの
か、というと、そうではあるまい。多くの古
典にこの文言の不完全形が引用されている
ことが、『尚書』中に確かにこの文言があっ
たことを示していよう。そこで、後漢時代に
至る一次資料に引用されるこの文言を隈な
く調査し、一例ずつ検討した。その結果、こ
の文言は、『論語』に引用されたことにより、
本来の出典である『尚書』を離れ、出典の示
されない文言として独り歩きし、やがて人口
に膾炙した常套句として引用されるように
なった、ということが分かった。『論語』は
初等段階の学習で暗誦されたため、多くの学
習者の基礎知識もしくは教養として社会に
共有されていった。そのため、この文言につ
いても、『論語』に引用されたことで多くの
人々が知って用いる常套句となり、多くの古
典に引用されるに至ったのではあるまいか。
この考察は、「「高宗諒陰三年不言」について」
（『中国文史論叢』第８号、2012 年）に結実
した。 
 
（３）『易』と『周礼』について 
 劉歆（前 53 頃～後 23）の『七略』を踏襲
した後漢前期の班固（32～92）の『漢書』藝
文志は、その六藝略において、『易』が他の



 

 

五経を統べる構造になっている。前漢末期に
前漢末に諸経の中から『易』が台頭したので
ある。しかし、後漢時代、『易』を核とする
経学の構造に変化が生じる。後漢後期の鄭玄
（127～200）が、『周礼』を経学の核に据え
たのである。この、『易』の台頭から『周礼』
の台頭への移行について、考えねばならない
のは、次の二つの問題である。すなわち、一
つは、なぜ鄭玄は『周礼』を経学の核に据え
たのかという問題であり、二つは、『周礼』
にとって代わられた『易』はどうなってしま
ったのかという問題である。 
 考察の結果、前者については、後漢の都で
ある洛陽が『周礼』の描く周公の都の洛邑を
継承する直系の都であり、そこが『周礼』の
世界そのものであったとするならば、その時
代の人として、鄭玄は『周礼』をどうしても
意識せざるを得ない情況にあったこと、そし
て前漢時代に登場した『周礼』は他の経書に
比べて経学においては新機軸であったこと、
これらが『周礼』の台頭を招いた原因である
可能性を指摘した。また、後者については、
『易』は『周礼』にとって代わられたあと、
いわゆる鄭玄の「周礼体系」で一つの経書と
して組み入れられたが、後漢時代が終わり、
経学に代わるイデオロギーが必要とされて
『老子』が表舞台に現れた時に、『老子』と
の親和性が強い『易』が、漢代の儒者の手垢
をすべて剥ぎ落した本来の『易』として、玄
学のテキストの一つとして再浮上したこと
を論じた。 

この考察は、「関於《周礼》的出現与其台
頭」（国際儒学論壇・2011―“儒家的修身処
世之道” ―、2011 年 12 月４日、中国人民大
学）という口頭発表の機会を経て、「『易』の
台頭から『周禮』の台頭へ（覚書）」（中央大
学文学部『紀要 哲学』第 54 号、2012 年）、
「間嶋潤一著『鄭玄と『周禮』―周の太平国
家の構想―』」（『新しい漢字漢文教育』第 54
号、2012 年）、「経学の『易』から玄学の『易』
へ」（『林田愼之助博士傘寿記念 三国志論
集』、2012 年）の３篇に結実した。 
 
以上の（１）（２）（３）の三つが本研究の

核心であるが、これら以外にも、これまで多
くの議論が積み重ねられてきたいわゆる「儒
教の国教化」に関する日本の研究状況への提
言や、後漢時代の顔回像の検討などまだ緒に
ついたばかりで今後の研究につながる考察
などに取り組み、４年間の研究期間において、
論文 10篇と１冊の研究成果報告書を公にし、
国内外で９度の口頭発表をおこなうことが
できた。 
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